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Ａ.２０１９年３月期 第２四半期決算の概要

Ⅰ. 経営状況

1）概要（連結） （単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

2019/3期

２Ｑ累計実績
①

2018/3期
２Ｑ累計実績

②

増減額
（前年比）

③＝①－②

増減率
（前年比）

④=③÷②ｘ100

２Ｑ累計予想
（4月27日発表）

⑤

差額
⑥＝①－⑤

達成率
⑦＝①÷⑤

ｘ100

売上高 １０，４０３ ９，５６１ ８４２ ８．８ １０，１００ ３０３ １０３．０

営業利益 ３４０ ３２２ １７ ５．６ ３３０ １０ １０３．１

経常利益 ３７７ ３４４ ３３ ９．６ ３５０ ２７ １０８．０

親会社株主に

帰属する

四半期純利益

２３４ ２１５ １８ ８．７ ２２０ １４ １０６．６

2）連結経営指標 （ ）は前年同期実績

売上高営業利益率 ３．３％（３．４％）

売上高経常利益率 ３．６％（３．６％）

【ご参考】 （ ）は前年度実績

ＲＯＡ ３．０％（０．４％）

ＲＯＥ ８．０％（１．２％）

※  当期純利益は通期予想、自己資本および総資産は前連結会計年度末と当期連結会計期間の平均値を使用し

算出しております。
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Ｂ.直近５年間の売上高、営業利益の推移

Ⅰ. 経営状況
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Ⅰ. 経営状況

Ｃ.直近５年間の経常利益と親会社株主に帰属する四半期純利益の推移
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2019/3期

第２四半期末
2018/3期末 増減額

総資産 １５，３０２ １５，１７０ １３２

自己資本 ５，４５８ ５，２９８ １５９

自己資本比率 ３５．７ ３４．９ －

（単位：億円、％）

Ⅰ. 経営状況

Ｄ.財政状態

2019/3期

第２四半期累計期間

2018/3期

第２四半期累計期間
増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー（Ａ） ３１２ ４５９ △１４７

投資活動によるキャッシュ・フロー（Ｂ） △５９９ △６５７ ５７

フリー・キャッシュ・フロー（Ａ＋Ｂ） △２８７ △１９８ △８９

財務活動によるキャッシュ・フロー △５７ △２１３ １５６

現金及び現金同等物の四半期末残高 １，００９ １，２１８ △２０８

Ｅ.キャッシュ・フローの状況 （単位：億円）

（ご参考）
2019/3期

第２四半期末
2018/3期末

増減額

（前年度末比）

現金及び現金同等物の四半期末残高／期末残高 １，００９ １，３７８ △３６９
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Ａ．増減要素

変動要素
連結業績への影響

（２Ｑ累計）
参考

燃油費単価変動
による影響

＋１８．３億円

（費用増）
※２Ｑ単四半期

＋１０．８億円

※１Ｑ単四半期

＋ ７．５億円

１ℓあたりの単価 （前年同期／前回予想）

軽油 ：１０４．７１円

（ ８６．１２円／１０３．９０円）

ガソリン：１３７．５０円

（１２０．１８円／１３５．５０円）

船舶重油： ５５．２８円

（ ４１．２４円／ ５２．４０円）

為替による影響

売上高

＋２６．３億円

営業利益

＋１．０億円
※２Ｑ単四半期

売上高 ＋１５．８億円

営業利益 ＋０．４億円

※１Ｑ単四半期

売上高 ＋１０．４億円

営業利益 ＋０．５億円

年間平均為替レート（前年同期／前回予想）

ＵＳＤ ：１０８．６９円

（１１２．３７円／１０９．６０円）

ＥＵＲ ：１３１．６４円

（１２１．６４円／１３０．３０円）

ＨＫＤ ： １３．８７円

（ １４．４６円／ １３．９０円）

ＲＭＢ ： １７．０９円

（ １６．３９円／ １６．８０円）

Ⅱ. 外部環境の変化およびその他の変動要素

「年間平均為替レート」は、参考値。
決算では、四半期平均レートを各現地通貨ベースの四半期実績に適用。
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変動要素
連結業績への影響

（２Ｑ累計）
参考

のれん及び固定
資産にかかる
減損損失計上に
よる影響

営業利益

＋１５．１億円
日本 ： ＋１２．５億円

南ｱｼﾞｱ･ｵｾｱﾆｱ ： ＋ ２．６億円

退職給付費用の
減少

営業利益

＋６．８億円

日本 ： ＋ ５．４億円

警備輸送 ： ＋ １．２億円

重量品建設 ： ＋ ０．１億円

その他の影響
（前年度特殊要素）

営業利益

△ １９億円

（※過年度の過払い

利用費戻し入れ）

日本 ： △ ８億円

米州 ： △１１億円

Ⅱ. 外部環境の変化およびその他の変動要素

Ａ．増減要素
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変動要素
連結業績への影響

（２Ｑ累計）
参考

災害による影響
（西日本豪雨、
台風21号、北海道
胆振東部地震）

売上高

△６３．６億円

営業利益

△２０．８億円

営業利益

日本 ： △２０．２億円

警備輸送 ： △ ０．１億円

物流サポート ： △ ０．４億円

Ⅱ. 外部環境の変化およびその他の変動要素

Ａ．増減要素
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Ｂ．変動要素を考慮した売上高・営業利益増減内訳

Ⅱ. 外部環境の変化およびその他の変動要素

（単位：億円）

2018/03期 2019/03期
2Q累計 2Q累計

2018/03期 2019/03期
2Q累計 2Q累計

１０，４０３

９，５６１

３４０

３２２

日本

海外合計

警備輸送

重量品建設

物流サポート

調整

： ＋６５

： △ ０

： △ ６

： △ ２

： ＋ ４

： △ ７

＋８４２

日本

海外合計

警備輸送

重量品建設

物流サポート

調整

： ＋４５２

： ＋２１０

： △ ０

： △ ０

： ＋２４１

： △ ２４

事業活動に

よる増収等

＋８７９

為替影響

＋２６

売上高

＋１７

のれん等

償却額の

減少

＋１５

為替影響

＋１

営業利益
事業活動

による

増益等

＋５３退職給付

費用の

減少

＋６

燃油費

影響

△１８

過年度の

過払い

利用費の

戻入

△１９

特殊要素による増減 △３５

災害

による

影響

△２０

災害

による

影響

△６３
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実績 前年同期対比
２Ｑ累計予想
（4月27日発表）

達成率 差額
19/3期 18/3期 増減額 増減率

２
Ｑ
累
計

売上高 ４７２ ４４８ ２３ ５．３ ４６９ １００．７ ３

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２２ ２７ △４ △１７．９ ２０ １１１．２ ２

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２４０ ２２７ １２ ５．７ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １３ １９ △５ △３０．５ ５．７ （８．６）

概況

・現地通貨ベースにおいても、増収・減益

・自動車関連を中心に、航空輸出が堅調に推移、航空輸入、海運輸入、倉庫配送業務も取扱い増加

・費用に関し、お客様への転嫁と効率化による抑制が貢献

・前年にあった過年度の過払い利用費の戻し入れの反動１１億円の減益分は、補えず

9

1）日本 （単位：億円、％）

Ａ.セグメント別状況

（単位：億円、％）2）米州

Ⅲ. ２０１９年３月期 第２四半期業績分析

実績 前年同期対比
２Ｑ累計予想
（4月27日発表）

達成率 差額
19/3期 18/3期 増減額 増減率

２
Ｑ
累
計

売上高 ６，１５７ ５，７６９ ３８８ ６．７ ５，９９０ １０２．８ １６７

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２３８ １９８ ３９ １９．９ ２１９ １０８．９ １９

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ３，０８４ ２，９０２ １８１ ６．３ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １１８ ９８ １９ １９．９ ３．８ （３．４）

概況

・鉄道輸送は、西日本豪雨や北海道胆振東部地震などにより、大幅に運休本数増加

・トラック輸送は、鉄鋼や自動車関連部品の荷動きが堅調。西日本豪雨の影響による鉄道代替輸送も増収要因

・航空は、輸出混載貨物の重量が、対前年で、プラス25.2％と増加。マーケットの伸び率を大きく超過
欧州地域向けの自動車関連部品やアジア向けの電子部品、半導体関連の輸出が、引き続き好調

※組織改正に伴い、2019年3月期より、日本セグメントの一部を警備輸送セグメントに変更したため、
前年度の数値を変更後の数値に組み替えて比較しております。
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実績 前年同期対比
２Ｑ累計予想
（4月27日発表）

達成率 差額
19/3期 18/3期 増減額 増減率

２
Ｑ
累
計

売上高 ５５９ ４３８ １２１ ２７．７ ５５１ １０１．６ ８

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ７ １７ △１０ △５８．２ ２０ ３６．１ △１２

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２７４ ２２３ ５１ ２２．８ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １ ９ △７ △８２．３ ０．６ （４．１）

概況

・現地通貨ベースにおいても、増収・減益

・倉庫配送業務が堅調に推移

・イタリアでの業務失注やスペインでの前年のスポット業務の反動により、航空輸出入の取扱い減少

・１Ｑは、新規獲得の大型案件立ち上げの一時費用により苦戦した新規連結のトラコンフ社が、２Ｑ累計で黒字。

10

（単位：億円、％）

Ａ.セグメント別状況

3）欧州

4）東アジア
（単位：億円、％）

実績 前年同期対比
２Ｑ累計予想
（4月27日発表）

達成率 差額
19/3期 18/3期 増減額 増減率

２
Ｑ
累
計

売上高 ５８８ ５４７ ４０ ７．４ ５７２ １０２．９ １６

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １１ ７ ３ ５１．１ １２ ９６．８ △０

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ３０４ ２７９ ２５ ９．０ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ７ ３ ４ １１１．７ ２．５ （１．３）

概況

・現地通貨ベースにおいても、増収・増益

・航空輸出、海運輸出が堅調に推移

・航空利用費の高止まりは継続するも、お客様への転嫁と効率化による費用の抑制が進み、利益面でも回復傾向

Ⅲ. ２０１９年３月期 第２四半期業績分析
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（単位：億円、％）

Ａ.セグメント別状況

（単位：億円、％）

5）南アジア・オセアニア

6）警備輸送

実績 前年同期対比
２Ｑ累計予想
（4月27日発表）

達成率 差額
19/3期 18/3期 増減額 増減率

２
Ｑ
累
計

売上高 ４４４ ３９５ ４９ １２．５ ４２３ １０５．１ ２１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １９ １６ ２ １８．４ １８ １０７．４ １

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 ２２６ ２０１ ２５ １２．６ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １０ ８ ２ ２４．７ ４．７ （４．２）

概況

・現地通貨ベースにおいても、増収・増益

・引き続き、航空輸出で、自動車関連や電子部品、医薬品等が堅調に推移

・倉庫配送業務でも取扱い伸長

・利用費や外注費の高止まりが継続

実績 前年同期対比
２Ｑ累計予想
（4月27日発表）

達成率 差額
19/3期 18/3期 増減額 増減率

２
Ｑ
累
計

売上高 ３５９ ３６０ △０ △０．１ ３６２ ９９．４ △２

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２ １０ △７ △７２．７ ５ ５８．５ △２

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １７９ １７９ △０ △０．３ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 △０ ４ △４ △１０７．６ △０．２ （２．３）

概況
・キャッシュ・ロジスティクス・プラットフォームの拡販により、地方金融機関からのアウトソーシングの取込みが進展

・輸送業務の減少と、人件費や燃油費の上昇により、減収・減益

Ⅲ. ２０１９年３月期 第２四半期業績分析

※組織改正に伴い、2019年3月期より、日本セグメントの一部を警備輸送セグメントに変更したため、
前年度の数値を変更後の数値に組み替えて比較しております。
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（単位：億円、％）

Ａ.セグメント別状況

（単位：億円、％）

7）重量品建設

8）物流サポート

（日通商事、日通キャピタル、日通不動産ほか）

実績 前年同期対比
２Ｑ累計予想
（4月27日発表）

達成率 差額
19/3期 18/3期 増減額 増減率

２
Ｑ
累
計

売上高 ２４８ ２４８ △０ △０．０ ２４３ １０２．３ ５

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ２０ ２３ △２ △１０．９ ２０ １０４．４ ０

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １２４ １２５ △１ △０．９ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 １０ １３ △３ △２５．６ ８．２ （１０．９）

概況 ・前年にあった海外の大型プラント工事の反動

実績 前年同期対比
２Ｑ累計予想
（4月27日発表）

達成率 差額
19/3期 18/3期 増減額 増減率

２
Ｑ
累
計

売上高 ２，２８５ ２，０４２ ２４２ １１．９ ２，２２４ １０２．８ ６１

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ５７ ５３ ４ ８．２ ５６ １０２．９ １

２
Ｑ
単
四
半
期

売上高 １，１７０ １，０３５ １３５ １３．１ ２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益 ３０ ２８ ２ ８．４ ２．６ （２．７）

概況
・日通商事において、石油類の販売単価の上昇により、売上が増加

・輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業も、堅調に推移

Ⅲ. ２０１９年３月期 第２四半期業績分析
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Ａ.連結業績予想（修正後）

Ⅳ. ２０１９年３月期の業績予想

（単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

2019/3期
上期実績

2019/3期
下期予想

前年同期対比
通期予想

（18/10/31発表）

前年対比
前回通期予想対比
（18/4/27発表）

2018/3期
下期実績

増減額
（増減率）

2018/3期
通期実績

増減額
（増減率）

通期予想
増減額

（増減率）

売上高 １０，４０３ １０，６９６ １０，３９１
３０４

（２．９）
２１，１００ １９，９５３

１，１４６

（５．７）
２０，８００

３００

（１．４）

営業利益 ３４０ ４２９ ３８０
４９

（１３．０）
７７０ ７０２

６７

（９．６）
７７０ -

経常利益 ３７７ ４３２ ３９９
３２

（８．３）
８１０ ７４３

６６

（８．９）
８１０ -

親会社株主に

帰属する

四半期純利益

２３４ ２１５ △１５０
３６５

（ -）
４５０ ６５

３８４

（５８８．７）
４５０ -
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（単位：億円、％）

Ⅳ.２０１９年３月期の業績予想

項目
2019/3期
上期実績

2019/3期
下期予想

前年同期対比
通期予想

（18/10/31発表）

前年対比
前回通期予想対比
（18/4/27発表）

2018/3期
下期実績

増減額
2018/3期
通期実績

増減額 通期予想 増減額

日
本

売上高 6,157 6,236 6,117 118 12,394 11,886 507 12,245 149

営業利益 238 287 257 31 527 455 71 516 11

利益率 3.9 4.6 4.2 4.3 3.8 4.2

見通し概況

・航空・輸出フォワーディングが、引き続き、アジア向けを中心に堅調に推移する見込み

・燃油費や外注費の上昇が予想され、お客様への転嫁、作業の効率化を図るが、燃油費の上昇が、期首予想を大幅に超過するため、
利益予想にも反映

米
州

売上高 472 523 465 58 996 913 82 954 42

営業利益 22 26 17 8 49 44 4 43 6

利益率 4.7 5.1 3.8 4.9 4.9 4.5

見通し概況
・自動車関連の取扱いが、引き続き堅調に推移する見通し

・海運輸出入・倉庫配送の荷動きが継続し、前年の特殊要因１１億円のマイナス影響を消化し、増益見込み

欧
州

売上高 559 562 522 39 1,122 960 161 1,124 △2

営業利益 7 18 24 △5 26 41 △15 46 △20

利益率 1.3 3.3 4.6 2.3 4.3 4.1

見通し概況
・地域全体で、倉庫配送業務が順調に売上伸長見通し

・非日系企業への営業強化も着実に進むが、失注した業務の再獲得や新規業務獲得による補完には、時間要する見込み

Ｂ.セグメント別状況（修正後）
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（単位：億円、％）

Ⅳ.２０１９年３月期の業績予想

項目
2019/3期
上期実績

2019/3期
下期予想

前年同期対比
通期予想

（18/10/31発表）

前年対比
前回通期予想対比
（18/4/27発表）

2018/3期
下期実績

増減額
2018/3期
通期実績

増減額 通期予想 増減額

東
ア
ジ
ア

売上高 588 641 627 14 1,230 1,174 55 1,213 17

営業利益 11 17 10 6 29 18 10 28 1

利益率 2.0 2.7 1.7 2.4 1.6 2.3

見通し概況
・中国における自動車関連の取扱いが、引き続き堅調に推移、航空・海運フォワーディングが回復見通し

・航空利用費の高騰は継続するが、お客様への転嫁と混載効率の改善見込み

南
ア
ジ
ア
・

オ
セ
ア
ニ
ア

売上高 444 471 458 12 916 853 62 900 16

営業利益 19 17 17 0 37 33 3 37 -

利益率 4.3 3.7 3.8 4.0 4.0 4.1

見通し概況
・地域全体で、倉庫配送業務が堅調に推移、航空・海運の輸出入フォワーディングも、荷動きの継続見込み

・引き続き、アジア発着、アジア域内での物流拡大を図るべく、拠点の拡充等、継続的に投資

警
備
輸
送

売上高 359 366 359 6 726 720 5 739 △13

営業利益 2 8 10 △2 11 21 △10 15 △4

利益率 0.8 2.2 3.0 1.5 3.0 2.0

見通し概況
・キャッシュ・ロジスティクス・プラットフォームの構築を図り、地方金融機関をターゲットに、アウトソーシングの獲得に取り組むが、
人件費等の増加の影響見込み

Ｂ.セグメント別状況（修正後）



Copyright © 2018 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. ２０１９年３月期 第２四半期決算説明会資料 16

（単位：億円、％）

Ⅳ.２０１９年３月期の業績予想

項目
2019/3期
上期実績

2019/3期
下期予想

前年同期対比

通期予想
（18/10/31発表）

前年対比
前回通期予想対比

（18/4/27発表）

2018/3期
下期実績

増減額
2018/3期
通期実績

増減額 通期予想 増減額

重
量
品
建
設

売上高 248 212 227 △14 461 476 △15 458 3

営業利益 20 16 17 △1 37 40 △3 36 1

利益率 8.4 7.6 7.6 8.0 8.5 7.9

見通し概況
・前年上期に集中したシャットダウンメンテナンス業務が減少するほか、

海外における大型プロジェクトが、前年ほど見込めず

物
流
サ
ポ
ー
ト

売上高 2,285 2,481 2,389 91 4,767 4,432 334 4,654 113

営業利益 57 60 63 △3 118 117 0 118 -

利益率 2.5 2.4 2.7 2.5 2.6 2.5

見通し概況 ・日通商事におけるロジスティクス・サポート事業での梱包業務が堅調に推移する見込み。

※警備輸送事業に関わる組織改正の実施にあわせて、2019年3月期より、日本セグメントの一部を警備輸送セグメントに変更いたしました。
これに伴い、本見通しについては、前年度の数値をセグメント変更後の数値に組み替えて比較をしております。
（変更セグメント:日本、警備輸送）

Ｂ.セグメント別状況
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Ｃ．外部要因およびその他変動要素の前提（予想）

変動要素
連結業績への影響
（通期予想）

前提条件・参考

燃油費単価変動
による影響

＋３５．４億円

（費用増）

下期 ＋１７．０億円

上期 ＋１８．３億円

（前期年間平均）

軽油 ：１０９．２０円／ℓ（ ９０．６６円）

ガソリン：１３８．６８円／ℓ（１２４．３８円）

船舶重油： ５５．９３円／ℓ（ ４４．２９円）

為替による影響

売上高

＋ ３．７億円

下期 △２２．５億円

上期 ＋２６．３億円

営業利益

＋ ０．２億円

下期 △０．７億円

上期 ＋１．０億円

（前期年間平均）

ＵＳＤ ：１１０．６０円 （１１２．１９円）

ＥＵＲ ：１３１．００円 （１２６．６７円）

ＨＫＤ ： １４．１０円 （ １４．４０円）

ＲＭＢ ： １７．１０円 （ １６．６３円）

「年間為替レート」は、参考値。
決算では、四半期平均レートを各現地通貨ベースの四半期実績に適用。

Ⅳ.２０１９年３月期の業績予想
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Ｃ．外部要因およびその他変動要素の前提（予想）

変動要素
連結業績への影響

（通期予想）
前提条件・参考

のれん及び固定
資産にかかる
減損損失計上に
よる影響

営業利益

＋３０億円

日本 ： ＋２５億円

南ｱｼﾞｱ･ｵｾｱﾆｱ ： ＋ ５億円

退職給付引当金
の減少

営業利益

＋１３．６億円

日本 ： ＋１０．９億円

警備輸送 ： ＋ ２．４億円

重量品建設 ： ＋ ０．３億円

その他の影響
（前年度特殊要素）

営業利益

△１９億円

（※過年度の過払い

利用費戻し入れ）

日本 ： △ ８億円（１Ｑ）

米州 ： △１１億円（２Ｑ）

Ⅳ.２０１９年３月期の業績予想
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変動要素
連結業績への影響

（通期予想）
参考

災害による影響
（西日本豪雨、
台風21号、北海道
胆振東部地震）

売上高

△８１．５億円
下期 △１７．８億円

上期 △６３．６億円

営業利益

△２６．７億円
下期 △ ５．９億円

上期 △２０．８億円

営業利益

日本 ： △２６．１億円

警備輸送 ： △ ０．１億円

物流サポート ： △ ０．４億円

Ⅳ.２０１９年３月期の業績予想

Ｃ．外部要因およびその他変動要素の前提（予想）
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Ｄ．変動要素を考慮した売上高・営業利益増減内訳（予想） （単位：億円）

Ⅳ.２０１９年３月期の業績予想

20

2018/03期 2019/03期

2018/03期 2019/03期

２１，１００

１９，９５３

７７０

７０２

※詳細は、次ページに掲載。

日本

海外合計

警備輸送

重量品建設

物流サポート

調整

： ＋９９

： ＋ ７

： △ ７

： △ ３

： ＋ １

： ＋ ７

＋１，１４６

日本

海外合計

警備輸送

重量品建設

物流サポート

調整

： ＋５８８

： ＋３５８

： ＋ ５

： △ １５

： ＋３３２

： △ ４６

事業活動に

よる増収等

＋１，２２４

為替影響

＋３

売上高

＋６８

のれん等

償却額の

減少

＋３０

為替影響

＋０

営業利益

事業活動による増益等

＋１０４

退職給付

費用の

減少

＋１３

燃油費

影響

△３５

過年度の

過払い

利用費の

戻入

△１９

特殊要素による増減 △３７

災害

による

影響

△２６

災害

による

影響

△８１



Copyright © 2018 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. ２０１９年３月期 第２四半期決算説明会資料 21

Ｅ．２０１９年３月期 予想数値の考え方 （単位：億円）

Ⅳ.２０１９年３月期の業績予想

経営計画 2018/03期 2019/03期
目標数値 予想

７７０

７０２

７５０

＋６８

特殊要素

による

減益

△３７

※詳細は、

前ページ参照

営業利益

料金改定

効果

＋１２０

取扱数量の増加および

効率化による増益

外注費

単価

高騰

影響

△１００

従業員

還元

△２９

海外

＋７

海外以外

＋１０６
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Ａ．日通グループ経営計画２０１８ －新・世界日通。－

Ⅴ. 経営計画の進捗状況
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重点戦略 項目 進捗状況

エ
リ
ア
戦
略

日本

「成長性」と「収益性」

の両立

地域特性に適応した事業展開
・ビール大手4社の関西・中国－九州間の共同モーダルシフトをサポート

・「中部空港物流センター新棟」を開設

国内事業の強化と新規事業軸の構築 ・北関東インランドデポの運用開始

海外

日通グループの成長

を牽引

米州、欧州、東アジアでの収益性向上 ・「パナマ支店」を開設

南アジア・オセアニアにおける成長
・「ラオス支店」を開設
・タイに「アマタシティチョンブリロジスティクスセンター」を開設
・インドネシアで、ハラール製品の一貫輸送体制を確立

重量品建設事業のグローバル展開 ・NEX グローバルエンジニアリング、インドネシアに駐在員事務所を開設

機
能
戦
略

グループ経営の強化

グループ経営資源の最適配置 ・「グループＣＲＥマネジメント部」を設置

日通グループの企業価値向上に資するＭ＆Ａ ・「Traconf S.r.l.」の子会社化

コア事業の強化と

高度化

イントラアジア圏におけるネットワーク拡充
・「GMS越境交通許可証」を取得

・「Don Mueang Midnight Express」を新設

アジア発着トラフィックの取扱い拡大

・「重慶SEA＆RAILサービス」を新設

・「NEXSAO-AIR SAT INDIA（SEA & AIR）」を新設

・「Eurasia Train Direct（Sea & Rail）」、「Eurasia Train Direct（Air & 
Rail）」を新設

Ｂ．重点戦略の進捗状況

Ⅴ.経営計画の進捗状況
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